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＜青明舎登録者様　情報交換＞

東山　昇　様～週末になると心がモヤモヤして今まで楽しかったことも楽しめないと訴えあり。自宅にいることで話し相手もいないと訴える為、休日の青明舎利用を促している。

デイケアを理由つけて欠席している人や、早く帰る人に対して気に入らないと訴え、「まじめにやっている自分が損をする」と話している。損得で行動を判断していないこと、体調不良など必要時には早く帰ることもやむを得ない事を説明。明日は禁煙外来を受診する為、早めに帰宅すると話されている。

袴田　隆裕様～10/16から8時間労働にしたいと希望あり、“みなと”へ相談しているとの事。担当医からは調子のよいときには8時間勤務への許可を得ている。

デイケア利用については、担当医が通える日に通所するようにと説明していることから、外来受診日に通所しようと考えているとの事で、「話がしたい」と利用目的を話している。本人へ来所時には、周囲に合わせた行動を取って頂きたい事、スタッフ1名が常について話をすることは困難である事を説明。説明中、常に「じゃあ辞めようかな」「やっぱり来ます」等、訴えの内容が変わっている為、通所利用については本人で考えてみるよう伝えている。

今朝は誕生日祝いの為、3時まで飲酒していたと報告している。

細越　定生様～本日、入浴利用とスタッフと話がしたいと希望ありデイケア来所している。

彼岸過ぎより異常体験があり、水曜日のデイケアから帰宅後より異常体験がひどくなり、土日には時間の感覚も無かったとの事。幻聴もあり自宅にて叫んだりしていた事もあったが、今朝には近所の方が普通に接してきた為、違和感があったと報告。異常体験については病的なものか霊的なものかは本人が自覚無い様子。内服は体調変化を感じる少し前から服用していたが、今朝は服用していないと話している。スタッフとの話中はよいが、１人になった時にはぼんやりとしている事や表情が硬くなる様子見られている。

「家にいると落ち着かない」と訴えながらも、デイケアでのプログラムによる時間の制約が嫌だと話し帰宅しようとするため、体調不良時には時間の制約の限りではない事を説明するとデイケアで過ごすと選択している。本日の来所理由として、「入院になるかもしれないと考えたから、急に入院になるよりも自分の状態を伝えたほうが良いと思った」と話されている。

大久保康弘様～明日から週1日（水）のデイケア見学を実施していく予定。見学後には毎回の振り返りを行う事としている。

長瀬紘一郎様～青明舎スタッフからナイトケア利用をすると言われたと訴えており、「ヘルパーを止めてもらわなきゃ」と話している。通所ではそのような話は聞いていない事を説明し、青明舎スタッフへ確認してみるよう説明している。

我満奈津紀様～土・日曜日に高校で行っている学園祭に娘様と行く予定との事。その後は父宅へ行く予定と話している為、就床前薬を持参し不慮の外泊に備えるよう説明している。

上久保善郎様～1ヶ月前までは農作業の手伝いにより腰痛を訴えているが、今は体調は改善したとの事。木曜日の昼食後に青陽館前の芝生に嘔吐後あり、デイケアでの朝・昼の体重差が0.6kg増となっている。普段であれば2kg以上は増加している事や、普段から「吐けば痩せる」との認識を持ち発言している事からも、水分の過剰摂取による嘔吐の可能性あり。本人が来所した際に、嘔吐・水分摂取量について確認。

久保　清美様～通所からの帰宅後の献立を考えておらず、行き当たりで夕食を購入し野菜を殆ど摂取していないと報告あり。前日に献立つくりを行い、バランスの良い食事を実践するよう伝えている。通所利用開始後、体重が1kg増加したと話している。

清水　泰雅様～10月から10：00までに連絡が頂けない場合食事の発注を行わない事、12：00過ぎの来所は欠席扱いとする事を説明し実施してから、デイケアのり利用率が30％代となっている。来所出来るときには、9：30までの来所が可能。

大久保恒夫様～先週は2日間本人から眠れないと青明舎へ連絡あり。通所へも血圧高値による相談が1件入っており、最近眠れない事でも訴えが聞かれるようになっている。デイケアへの通所も週1日～2週1日での利用となっており、体調不良時に早く帰れない事を理由として欠席が続いている。

＜連絡事項・週間予定＞
· 本日午後よりコメディカルグループの中間ヒアリング実施予定。

· 10/12(火)、大久保康弘様のデイケア見学予定。

· 10/12(火)～13(水)、院内研修実施予定。各自出欠の入力を行う事。

· 10/13（水）より、坂本房子様デイケア利用開始予定。

· 10/14(木)～15(金)、通所の秋祭り（行事）実施予定。

· 10/15（金）、11月分のプログラム入力・テキスト提出の期限。

· 10/15（金）、北病棟より、駒木様・板橋様・小坂様の見学予定。当日の昼食も通所にて摂取予定の為、北病棟より昼食食材を発注してもらう。

· 10/15（金）、東北メディカル学院より学生が2名見学実習予定。

＜事例検討＞

川口　尚良様（45）アルコール依存症　合）ネフローゼ症候群、ヘモクロマト―シス疑い、吃音

検討内容　治療計画の見直し

治療計画
· 自助グループへの参加を把握する。

· デイケアでの目標を共有し、社会復帰のための目標を立てて少しずつ実現できるようサポートしていく。

評価
· 断酒の3本柱のうち、現在は通院のみ実施。自助グループには7月から参加していない。

· 酒のＣＭにより飲酒欲求がある。再飲酒の危険サインは自覚している。

· 就職活動を行おうとせず、過去に多数の面接を受けて全て落ちた事がトラウマとしてある。

· デイケア通所することで安心しながらも、就職しなくてはいけないという焦りも同時に内在している。

· 週4日のデイケア通所を行っているが、デイケアでの目標が無い。

· 本人の目標としては、再飲酒しない事が目標。

· 本人の希望している職としては、過去に介護職に就いていた事もあり、介護を行いたいと話している。

· 担当医からは、仕事をするのであれば青明舎へ相談するよう言われているが、実際に登録を行う事は無い。

· ＡＡには「行きたくなるまで行かない」との発言あり。就職など、次の目標に向けて動く必要性を本人が感じていない。

· 現在の生活の中で何に困っていて、何をしたいのかが不透明。

今後の治療計画
· 自助グループへの参加を把握する。

· デイケアでの目標立案・共有の為に、社会復帰のための目標を立て、デイケアの目標を。

＜利用者様情報＞
稲垣　ふき様～本日の外来にて内服変更とならなかったと報告あり、「自分は安定していると思っていない。意欲に斑がある」と訴えている。

＜外来情報＞
高橋　百壽様～13日から週1日水曜日でデイナイトケアの利用を再開すると話す。肝臓や胃が痛くなるのは胆嚢結石の後遺症ではないかと説明されたとの事。肋骨は時々痛むとの事。

晴山美智子様～夏ばてや友人宅で野菜生活を送っていた為体重が8kg減少し、96kgとなったと報告。母は入院中との事。

藤村　翔　様～夜間の睡眠は取れている。仕事は大変ではないとの事。内服変更実施している。インフルエンザの役所への手続きを確認しており、青山荘や通所のスタッフへ相談するよう説明している。

田中　一　様～ハロマンス(50)１Ａ施行。心配事が積み重なり、目に見えない空間が迫ってくる感じがあるとの事。「死んでいると怖い。ガタガタする」と話されている。デイナイトケアではスタッフがいるため安心出来るとの事。座禅をしているとその空間を良い意味で感じていると話すが、状態は悪いと自分で訴えている。

稲垣　ふき様～幻聴をうったえているが、内服はそのまま様子を見ることを説明している。次回、食後採血実施予定。

